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１．はじめに
　幼稚園教職課程における「領域に関する専門
的事項」の科目新設　、新課程（平成31年以降）
の幼稚園課程では、「領域に関する専門的事項」
の科目区分が新設され、「幼児と健康」等の新
たな科目の設置が求められ初等教育科において
も令和元年度から幼免新課程への対応のための
科目に変更されている。
　「幼児と健康」等「領域に関する専門的事項」

の教育内容については、「幼稚園教諭養成課程
のモデルカリキュラム」を参考に検討すること
が求められ、全体目標「領域「健康」の指導に
関する、幼児の心身の発達、基本的な生活習慣、
安全な生活、運動発達等の専門的事項について
の知識を身に付ける」一般目標１．幼児期の健
康課題と健康の発達的意味を理解する。２．幼
児期の身体の諸機能の発達と生活習慣の形成を
理解する。３安全な生活とけがや病気の予防を
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幼児が友達と体を思い切り動かして遊ぶ楽しさと学びを育むための

計画・実践・評価についての理解と意義

初等教育科　石　川　千穂子

【要旨】
　昨今の子ども達の体力・運動能力は低下傾向を示したのち下げ止まりの傾向状況にある。
　そこで、「子ども達が外で体を使ってあそばない」理由を考えて見ると、テレビゲームの普及、
塾の早期化、子どもをねらう犯罪の増加、交通事情の悪化、遊び場不足などが考えられる。こ
のような生活環境の変化が、子ども達の遊び等に影響を及ぼしていると推測できる。
　また、それに伴い子ども達の「心」と「体」の両側面も影響を受けている。「幼稚園教育要領」
においても、幼児の興味の広がりに沿って展開するさまざまな活動を通して、十分に身体を動
かし、活動意欲を満足させる体験を積み重ねることが、身体の調和的な発達を促すうえで重要
な意味を持つものであることに留意しなければならない。さらに、心と体の発達を調和的に促す
ためには、特定の活動に偏ることなく、様々な活動に親しみ、それらを楽しむことで心や体を十
分に動かすことが必要であり大切だと述べられている。また、現在学生の実態を見ても、遊び
の経験が希薄であることが伺え、そのことが課題でもある。
　今回の実践では、幼児が友達と体を思い切り動かして遊ぶ楽しさを味わい、学びにつないで
いく遊びに運動遊びが望ましいと考え、教職課程を履修する学生にとっても、教育現場におけ
る運動遊びについてどのように活動を計画・実践・評価を行い次につないでいくのか、保育実
践力を養う意義や理解について考えることが必要と思われる。グループで運動遊び模擬保育を
通して、計画、実践、評価を行い、その意義について理解できるように授業実践を行った。
【キーワード】
　体を思い切り動かす　模擬保育　運動遊び　
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理解する。４．幼児期の運動発達の特徴と意義
を理解する。の目標に遵守しながら自由な授業
展開を心がけ行なっている。
　今回の実践は、「幼児と健康」科目において、
特に目標４について学生の理解が得られ保育実
践力向上につながるようにと考え、具体的に教
育現場で行われている運動遊びについて模擬保
育を計画、実施、評価する中において理解を進
めていき、その意義を考え保育実践力を養うこ
とを目的とし行ったものである。
　
２．授業の実際
　「幼児と健康」の科目は１年次の後期に15回
行われる科目である。（演習）。15回実施するう
ちの８回目～ 11回目を本試みに当てた。座学
１コマ（90分）の後、グループ指導案作成、指
導案審議（演習）を（90分×２）２コマ設定し、
グループ模擬保育、評価を１コマ（90分）、ク
ラス発表と評価１コマ（90分）といった流れを
授業内容に盛り込んだ授業計画で実施をした。

（１）模擬保育（運動遊び）についての座学（90
分）１コマ
１）目的：これまでの専門知識や事例研修等

を生かしながら、子ども達が興味・関心を
もち、体を十分に動かして主体的に楽しく
取り組めるように、運動遊びの活動決め、
保育指導案作成や教材研究、実践、評価を
しながら保育実践力を養う。

２）この活動を通して子ども達に経験してほ
しいこと：自分から体を十分に動かして遊
ぶ楽しさを味わうとともに、友達とルール
を守ったり考えたりして遊ぶ楽しさを体感
する。

（２）運動遊びのグループ模擬保育指導案作成
（90分×２）２コマ
１）個人で、教材研究カード（図２）をもと

に指導案を作成する。
２）指導案審議、グループ指導案作成

この活動を通した子ども達への願いをもと
に、子どもの姿や援助等について意見交換、
指導案審議、グループ指導案を作成する。

図１　R３「幼児と健康」模擬保育（運動遊び）に
ついて

　学生に模擬保育実施までの活動の見通しを持
ち主体的に取り組めるように、（運動遊び）模
擬保育について表に示し理解しやすいように計
画した。
　さらに各グループの模擬保育指導案作成まで
は、運動遊びの活動を決めた理由やねらいに
沿った子どもの予想される姿、そのためにはど
のような環境を設定すればよいのか等を提案し
た。環境構成や援助について教材研究に取り組
めるように、活動の指導案作成を考え、教材研
究カードに記入、次に指導案作成とした。
　学生に提示した教材研究カードは、次の図２
である。
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図２-１　運動遊び教材研究カード

教材研究カード作成時の学生の反応
・いきなり保育の指導案を書く前に、保育につ

いての考え方として教材研究カードを作成し
たので、比較的指導案作成に取り組みやすい
と感じた。

・実際に活動してみると、頭の中だけで子ども
の姿を予想してその姿を支えたと思われる援
助や環境構成を考えることは難しかった。

・友達と一緒に実際に一度体を動かしてみて、
考える必要があると思った。

・考える要素が教材研究カードに示されていた
ので、子どもの姿を予想しやすかった。そし
て、それについてどのような準備や声かけを
していけばよいのかと、具体的に考えること
ができた。

・教材研究カードの中に、ルールについて、場
所などを下調べしなくてはいけない項目が
あったので、「どのような手立てでルールを
伝えていけばいいか」と考え、調べることが
でき考えやすかった。

・グループのメンバーで実際に「かくれ鬼」を
してみた。そして自分も隠れてみて楽しいと
感じ、子どもの楽しむ姿を予想することがで
きた。教材研究をする時は、自分から動いて
見ないと分からないと感じた。

　以上学生の感想から、教材研究カード作成を
することで、活動に対しての見通しをもつこと
に繋がり「カード作成があって良かった」とい
う意見が多く聞かれた。

図２-２学生が作成した教材研究カード（抜粋）

指導案作成への取組について
　今までにも保育活動の指導案作成を行い、保
育指導案見本を示してこれをもとに作成するよ
うにという形式で実施した。その際、スムーズ
に作成できる学生もいるが、作成が難しく苦慮
している学生もいた。そこで、指導案を書く前
の段階で、具体的な子どもの姿や予想される援
助などが具体的に頭の中で描き出されていれば
書き表しやすいのではないかと考えて、教材研
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究カード作成を実施した。次に、グループ模擬
保育活動は、一グループ６人で行った。しかし、
まずは一人ひとりが保育指導案を作成すること
で、自分の思いや考えをグループの指導案に反
映できるように工夫した。
　学生は、実際に作成していく上で、「グルー
プで一つの指導案として表していくから一人ひ
とり書くのって面倒」と思っていた。しかし、
教材研究カードから指導案に書き表していくう
ちに、頭の中で保育の様子がシュミレーション
でき、やはり一人ひとりが保育者になり書き表
す意味があると思った。と感想を述べた。
図３　指導案
　　　実際作成したグループ指導案　　

図３-１（個人で作成した指導案）

　グループの意見を反映させて作成したグルー
プ保育指導案である。

　

図３-２（１つにしたグループ指導案）

（３）模擬保育実践、評価（90分１コマ）
１）模擬保育実践20分
２）グループ毎に評価をグループ模擬保育　

表により行う。（図４）

図４　グループ模擬保育表（評価）
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〇実際の模擬保育表（抜粋分）

図４グループ模擬保育表（評価）

　評価は、模擬保育のねらいに沿って、質問紙
調査形式、及び自由記述形式で行った。

　質問内容は、１．子どもが楽しく主体的に取
り組めたと思われる姿２．その姿を支えたと思
われる環境構成や援助３．今後の活動に向けて
の改善点についてである。
＜評価Ⅰ＞「子どもが楽しく主体的に取り組め
たと思われる姿」についてのまとめ
・保育者が子ども達に問いかけを行っている所

や「〇〇ちゃん頑張って」など応援をしてい
る姿。

・鬼から本気で逃げる真剣な姿。
・保育者の説明をよく聞き、自分から「早くや

りたい」などの言葉を発して、友だちと一緒
に元気に走り回る姿。

・自分でどうすれば沢山的が倒れるのか考えて
投げている姿や、上手に倒れた友達を見て真
似している姿。

・子ども同士で手をつなぎ歌いながら遊ぶ姿。
・責める人と守る人を作戦で決めたこと。等
グループごとに話し合い、意見を出し合ってま

とめていた。
　模擬保育を実施するにあたって「子どもが楽
しく主体的に取り組む姿」を教材研究カードで
それぞれ学生が予想し指導案を作成。さらにグ
ループで一つの指導案にまとめ実施するとい
う、ねらいに沿った計画で模擬保育を行ったの
で、主体的に取り組む姿について詳しく表せる
と予想していた。予想に反して、「研究カード
よりももっと違うところだったね。」と子ども
の姿について考えることが難しかったように受
け止められた。しかし、予想していたからこそ
違いが分かったことは、成果であると考えられ
る。
＜評価２＞「その姿を支えたと思われる環境構
成や援助」についてのまとめ　
・転んでもいたくない芝生という安全な場所。
・ぶつからないように大きくSの文字を作った。
・宝を取りやすく設定したこと。
・ピンを置く位置を子どもに分かるようにした
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こと。
・十分に走ることができる広い体育館の場所。
・子どもが遊びを理解しているかどうか確認し

ながら声をかけたこと。
・自分の思いを伝える場面を作ったこと。
・子どもが考えることが出来るような声かけ。
・うまく倒せない子どもに対して、子ども同士

でコミュニケーションが取れるようにした援
助。

・共感する声掛け。
・保育者が遊びの手本を見せ、一緒に真剣に遊

んだりうたったりした姿等があげられる。
　環境構成については、予想通りに活動ができ
た。援助については実際に行って見て「〇〇と
いう言葉を入れた方がより子どもが理解しやす
かったのではないか」等具体的な環境構成や援
助がどのグループからも聞かれた。
　このことは、教材研究カードが生かされた成
果と思われる。
＜評価３＞「今後に向けての改善点」について
のまとめ
・跳ぶ場所を考え、縄の回し方等の教材研究を

さらに行い楽しくする。
・「なべなべそこぬけ」のアレンジバージョン

を設ける。
・ボールを投げるだけであると全身運動になら

ないので、助走をつける工夫が必要である。
・ルール説明をもっと簡単にまとめておく必要

がある。
・隠れる際に危険だと思われる場所を示す。
という改善点が出された。
　実際に計画、実践をしたからこそ次の活動を
する際には、このようにしたら楽しくなる、個々
については事前に抑えておく必要がある等の、
改善点がどのグループからも評価表で考えるこ
とが出来たと思われる。

（４）グループ発表・評価・ディスカッション（90
分）

　評価（５段階評価）は、質問紙調査形式及び
自由記述形式で行った。評価項目は、グループ
模擬保育と同じ項目での評価とした。
〇グループごとに運動遊びの模擬保育について
　クラス全体で発表を行うことで、他のグルー
プ活動について見合うことができると考え実施
した。その際の評価も５段階方式にした。
　感想としては、同じ運動遊びでもジャンルの
違う遊びを見ることができて楽しかった。「的
当てあそび」という運動遊びでは、「私達だっ
たらと考えながら見ることができた」などと学
生からは、他のグループ発表を聞いて活発でよ
り運動遊びについて具体的な意見があった。こ
の様子から、グループ模擬保育のみではなく、
クラス間でのディスカッションをする意義を強
く感じた。
　グループ評価は、概ね４以上であった。
　運動遊びのレパートリーが増えて参考になる
などの意見も聞かれた。

図５　グループ模擬保育評価表
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　グループ模擬保育を実際に行っている様子

写真１　　　　　　　　　　写真２

写真３　　　　　　　　　　写真４

写真５　　　　　　　　　写真６

（５）グループ模擬保育発表
　各グループ５分で発表、その後評価

写真７　　　　　　　　　写真８

　パワーポイントを使ったグループ模擬保育発
表の様子　

（６）学生におけるグループ模擬保育を通して
の感想・学び

　グループ模擬保育（運動遊び）を通しての学
びや感想を記述式で調査した。
・実際に指導案通りに行おうとしても、子ども

の反応や行動によって臨機応変に対応しなけ
ればいけない場面があると学んだ。その為に
も指導案作成で、子どもの姿をより詳しく考
えねばならないと感じた。

・保育者が運動遊びについての遊び方、ルール
をしっかりと知っておく必要があると感じ
た。５歳児対象にと考えたが、ルールが簡単
な方がより楽しく遊べると思った。

・指導案通りに自分なりに動いたが、思うよう
にいかないことが多かった。子ども達に、もっ
とわかりやすい声かけ（援助）を考えていく
必要があることを学んだ。

・保育者が一番楽しそうにしている姿が本当に
良かった。子どもの中には、少し照れ臭い子
や乗ってこない子などもいると思われるの
で、保育者が本気で遊ぶと子どもも本気にな
れると思った。また、そのようにすることで
体を十分に動かして楽しく遊べると考えた。
鬼になった子どもも逃げる側の子どもも楽し
めるように、保育者が声をかけることが大切
だと実際に遊んでみて学ぶことができた。

・実際に隠れてみて、楽しさやそして危険な所
があることにも気付くことができた。逃げる
側は、どこに隠れるか短時間で判断して決め
て見つけられたら全力で逃げる等、考えなが
ら運動する楽しさを味わえたと思った。追い
かける側は、どこにいるのか見つけ捕まえる
ために全力で追いかけ、なかなか捕まらない
もどかしさや大変さを感じながらも頑張る力
をつけられたと学んだ。それぞれ感じること
が違うので、個々の気持ちに添えるようにし
なければいけない。またそのことを指導案に
反映しておくとよいことに気づいた。

・実際に活動する時に指導案がしっかり頭に
入っていないと難しいと感じた。さらに、実
際に遊んでみて、指導案を書く時には気づけ
なかった改善点が見つかり、指導案を書いて
いたからこそよくできたと思う部分もあった。

・指導案を作成することで、普段気が付かない
所まで深く考え、発見があった。さらに、み
んなで一つの指導案につくっていく大変さや
必要性も感じられ、これらのことが分かって
いないと、十分な活動は展開できないかもと
感じ、多くの学びがあった。

・模擬保育を通して、子ども達がどのように動
くのか、どのようにしたら楽しさを感じても
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らえるのかを考えることがとても大切だと学
んだ。実際に保育者、子どもの立場になって
活動することで、保育者の援助、子どもの動
きを知ることができた。

３．まとめ　
　テーマに基づいての成果では、
・保育計画立案時に、どの学生も考えやすいよ

うに、教材研究カードで具体的な視点を出し
た。その結果、保育指導案作成に取り組みや
すい様であった。

・保育実践では、グループごとに運動遊びを経
験できるようにしたことで、どの様な場面で、
子どもが友達と体を思い切り動かして遊ぶ楽
しさや学びを得るのか等に気付くことができ
た。また、困ったことから、よりよい援助や
遊びを面白くするための方法等を考えること
もできた。運動遊びが子どもにとって興味を
もって遊べるものであることや、全身を使っ
て体を十分に動かすことになるということを
理解できたと思われる。そのことは、グルー
プ模擬保育の評価やクラスディスカッション
の感想からも伺えた。

・学生の自己評価やグループ評価では、５段階
（５:非常に良い、４:やや良い、３:普通、２:
やや悪い、１:悪い）で評価した。全員の学
生が自己評価・グループ評価共に４以上の高
い評価を示した結果となった。さらに、評価
表の記述では、学びのプロセスの中で子ども
が主体的に取り組む姿をとらえる難しさにも
直面していた。このことは、テーマを意識し
取り組んだ結果ともいえるのではないか。多
くの学生が模擬保育を実践した達成感や満足感
を味わい、体感する大切さにも気づいていた。
　以上のことから、【要旨】で述べたように、
将来保育者となる学生自身が本テーマについ
て理解できたと評価できる。このことは、今
回実施した運動遊び計画、（題材決め、教材

研究、指導案作成）実践、評価という一連の
流れとして取り組んだことで、理解できたと
考えられる。

４．今後の課題
・今回は、学生が将来保育者になった時にいろ

いろな運動遊びを知り経験してほしいという
願いがあった。そこで、あらかじめ運動遊び
の種類（鬼、陣取り、的当て、長縄、わらべ
歌）をこちらが提示したが、中には希望しな
い種類の活動を実践したグループもあった。
そのような時は、学生の主体性を大切にしな
がら、活動決めを臨機応変にしていく必要が
あると感じた。

・「幼児が友達と体を思い切り動かして遊ぶ楽
しさと学びを育む」ためには、今回の実践の
ようにまず学生自身が活動を知り、体感する
ことが必要であると思われる。
　そのためには、今後も将来的に子どもの発
達にあったねらいをもち、計画・実践・評価
を繰り返しながら、次の活動につないでいく
こと（PDCAサイクル）が大切であると思わ
れる。
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